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• ソフトウェアの障害の特定は，メンテナンスやソフトウェアの進
化において重要なプロセスである. 

• SBFL(Spectrum-Based Fault Localization)はソフトウェアの
障害位置を特定するための手法としてよく知られており，その有
効性に関する多くの研究が行われてきたが，そのほとんどがJava
およびC/C++プログラムに関するもので，JavaScriptに関する
研究は行われていない. 

• この研究ではJavaScriptにおけるSBFLの有効性を調査するこ
と，さまざまなSBFLアルゴリズムのパフォーマンスを調べるこ
とを目的としている.

背景
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RQ1：Tarantula，Ochiai，DStarの3つのSBFLアルゴリズムで
JavaScriptの障害特定に関してどのように異なるか. 

RQ2：3つのアルゴリズムでより良い，または悪い動作をするバグ
修正タイプはあるか.

Research Questions
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• バグ関連のソフトウェアエンジニアリング研究のために作成され
たJavaScriptバグデータセットであるBugsJSに含まれる453の
バグから，336のバグを使用. (テストの実行を高速に行うために
行なった変更により使用できなくなったものを除いた.) 

• 全てのバグについて修正内容に応じてラベリングを行い，カバレ
ッジ(テスト網羅率)測定と障害特定スコアの計算などを行う.

データセット
研究手法
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ラベリング
研究手法

5

最も一般的な修正パターンはIFとMCであった.(Panらの研究による)



障害特定のランク計算
研究手法
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COVは行がテスト，列がコ
ード要素(関数など)を表
し，コード要素φがテスト
ケースτでカバーされてい
る場合値は1となり，それ
以外は0となる. 

RESはテストの結果を表す
ベクトルでテストに合格し
た場合は0となり，それ以
外は1となる.



障害特定のランク計算
研究手法
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COVとRESから関数φにつ
いて4つの基本的なメトリ
クスを計算し，3つのアル
ゴリズムごとにランクを計
算する.



• 表から，異常値を除いて3
つのアプローチのほとん
どが同様の結果であった
ことが分かる. 

• Hexoプロジェクトでの
DStarに関して，このアル
ゴリズムはいくつかのケー
スで極端なランクを生成
してしまうことが他の研
究で既に分かっている.

RQ1：Tarantula，Ochiai，DStarの3つのSBFLアルゴリ
ズムでJavaScriptの障害特定に関してどのように異なるか.

結果
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• その外れ値を除くと，
DStarは3つのアルゴリズ
ムで最も良い結果である
といえる. 

• 結果として，Ochiaiと
DStarには大きな違いは
なかったがTarantulaは
少し悪かった.

RQ1：Tarantula，Ochiai，DStarの3つのSBFLアルゴリ
ズムでJavaScriptの障害特定に関してどのように異なるか.

結果
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• 表はアルゴリズムごとに
いくつのバグが各ランク
(修正の優先度)に振り分
けられたかを表している. 

• 開発者はtop-5または多
くてもtop-10までの要素
のみを調査する傾向があ
る.

RQ1：Tarantula，Ochiai，DStarの3つのSBFLアルゴリ
ズムでJavaScriptの障害特定に関してどのように異なるか.

結果
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• 表はプロジェクトごとのバグ
修正タイプの分類である. 

• ラベルの数(412)がバグの数
(336)より多いのは同じバグに
複数のラベルが付けられるこ
とがあるためである.

RQ2：3つのアルゴリズムでより良い，または悪い動作をするバグ
修正タイプはあるか.

結果
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RQ2：3つのアルゴリズムでより良い，または悪い動作をするバグ
修正タイプはあるか.

結果
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• IFタイプのバグは高いランクがつけられやすいことが分かる.
(top-10まででほとんどのバグが発見されている) 

• SQタイプは高いランクで発見される可能性が低い.



• Tarantulaが最初に公開されたSBFLメソッドの1つであるため，
他の2つと比べパフォーマンスが低いことは仕方がない. 

• DStarは全体的に最良の結果を示していたが，これらのアルゴリ
ズムの中で明確に1番であると主張することはできない. 

• SQタイプの位置特定が難しく，IFタイプの位置特定が簡単であ
る理由は今のところ不明である.

議論
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• 3つのSBFLアルゴリズムはそれぞれほぼ同様の結果を示してお
り，最も良いものを決めることはできない. 

• バグの修正タイプごとに障害位置特定の有効性の違いを確認する
ことができた.

結論
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